皆さん、こんばんは。
今日は、初めての発表なので、間違う事もあるのかも
しれませんけれど、
よろしくお願い致します。
皆さんのおかげで一年間、たくさん勉強になりました。
[bookmark: _GoBack]代表と皆さんに心から感謝いたします。

私が勉強になったことの一つは、皆さんと仲良くなって、
仕事もできるようになったことです。
初めは何をしても自分に自信がなくて、
怖い気持ちがありました。
例えば、話す時の言葉の使い方です。
間違えるかも、と心配し、分からないことを
相手に聞くのが怖かったです。
でも、その気持ちは今はないです。

利用者様ともコミュニケーションが取れて、
仕事も楽しくなったので、
心配な事、怖い気持ちはなくなりました。
時々、私が間違った言い方をしても、
私が言いたい事を皆さんが分かる時もありました。
私にとって一つの問題は、日本語の意味は同じでも、
使い方が違う時です。
例えば、相手にお願いしたい事がある時、
「〇さん、ひまがあったら手伝ってくれませんか？」と
言いました。
ひまがあったら、という言葉は、
仕事を手伝って欲しい時に使うと、
相手はいい気持ちになりません。

この言い方は相手に失礼でした。
そんな間違いもあるので、
皆さん気にしないでくださいね。
その時は絶対に言ってくださいね。
私は今も、
正しく日本語を話せるように頑張っています。

もう一つは、
代表から援助について教えてもらったことです。
援助の意味はたくさんあるので、
全部は分からないですけど、
大体は分かりました。
代表、ありがとうございます。

私は、最初は、仕事を覚えることが大事だと思ってました。
でも、ある利用者様と話をした時に、
私は思いました。
Ａさんは、おうちに帰るのを心配しています。
その時、私は横に座ってお話を聴きました。
私はＡさんに、「おうちに帰るのが心配ですね」と、
返しました。
そしたらＡさんは、「そうそう」と言いました。
そして、「ありがとう」と言いました。
「そうそう」と言う言葉を聞いて、私は、Ａさんが
”自分の苦しみを分かってもらえた””安心した”と
思いました。
この時、聴く・反復、本当に大事だと思いました。
そして、これが援助だと学びました。

私の発表はこれで終わりです。
ご清聴ありがとうございました。


